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アドバンス N gauge 1:150
       Paper Kit

基本的には、接合面に
ボンドを塗布して
差込む、もしくは
凹凸を合わせ接着
するので、精度よく
組み立てができます。

1012

組立は差込み or 凹凸合わせ

Nゲージ向けペーパーキット　カラー硬質紙をレーザー加工　塗装不要

サイズ：約幅86×奥行122×高さ86mm

N

組立例
1
0
1
2

複線形給炭槽 旭川機関区
　　タイプ
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～ご用意ください～

・デザインナイフ
・クラフトボンド
（木工ボンドと爪楊枝）
・ピンセット
・カッターマット

組立前に必ずお読みください
・部品はデザインナイフ等で丁寧に切り離してください。
・接着は（木工ボンドを爪楊枝で）接合面に載せる様に塗布します。
　このとき、ボンドの水分で紙が柔らかくなり差込みづらくなるのを防ぐ為に、
　 するようにします（ ）。なるべく凹部分に塗布 凸部分を避けて塗布します
・接着した部品を剥がすのは困難です。説明書を参考に全体の流れを理解した上で
　慎重に接着していくようにしましょう。

部品は、写真赤丸の様に、
数カ所で留まっています。
光に透かしますと、分かり
易いです。

・カラー硬質紙をレーザーカットしており、加工時に切断面に焦げや煤が付着します。
・焦げ・煤が原因で指が汚れたり、焦げ臭い場合もありますが予めご了承ください。
・未切断や抜け残しがありましたらデザインナイフ等で取り除いてください。

商品の仕様は改良のため予告なく変更する場合がございます。製造元：株式会社アドバンス　http://www.advanceltd.co.jp
掲載の記事・イラスト・写真の無断転写を禁じます。

複線形給炭槽　　　　組立説明書Nゲージ向け 旭川機関区
　　タイプ

部品番号表

アドバンスペーパーキットについて！

① ②
③

⑤
⑦

⑧
⑨

⑩⑪
⑫

⑮

㉑

㉒
㉓

㉔

㉕

㉚

㉝

㉞㉙

㉑

㉒

㉛

㉖

㉗

㉘

④
⑥

① ②
③

⑤
⑦

⑧
⑨

④
⑥

⑬

⑭

⑯
⑰

⑱

⑲

⑳

㉜ ㉟ ㊱

㊲

㊵

㊷

㊸

㊹

㊺

㊳ ㊴

㊶

予備



商品の仕様は改良のため予告なく変更する場合がございます。製造元：株式会社アドバンス　http://www.advanceltd.co.jp
掲載の記事・イラスト・写真の無断転写を禁じます。

組立の手順

当キットは、大きく３つの工程から構成されています。
１．脚部の制作
２．石炭槽の制作
３．作業台の制作
各工程は独立しています。最後に合体させて完成となりますので、
同時進行することでボンドの乾燥時間を有効活用する事もできます。

～脚部の制作～

右の写真をご覧ください。
部品①と⑧の間に、 と②③④⑤⑥

が挟まれています。⑩⑪

これを２組制作しますが、もう一つは
⑩⑪の代わりに部品 を使用します。⑫

１、まず①に⑩⑪を差込み接着します。
　　部品⑪の表裏に注意します。
　　凹が内側になるようにします。

　　⑩⑪を差し込んだのとは反対側から
　　②③④⑤⑥を差込み接着します。

　　部品③④は向きがあります。
　　
　　上側が細く

　　下側が太く

　　なるようにします。

　　部品番号表の①②③④
　　⑤⑥⑧⑫を使用して
　　同じものを制作します。

２、１で制作した部品に⑦⑨を①⑧に重ねるように
　　差し込みます。
　　少量のボンドで軽く接着しておきます。
　　

①

⑩⑪

⑩

⑪

①

⑩⑪版 ⑫版

②

③

⑤

④ ④

⑤⑥

③ ④



この段階で
脚に接着します。

商品の仕様は改良のため予告なく変更する場合がございます。製造元：株式会社アドバンス　http://www.advanceltd.co.jp
掲載の記事・イラスト・写真の無断転写を禁じます。

３．２で制作した部品に㉑㉒を接着します。
　　部品は上下があります。

　　㉑は外側に、㉒は内側になります。

　　下側の凹凸から上方向に接着
　　していくとスムーズです。

　　※ちょっとコツがいる
　　　組立になりますので
　　　仮組しボンドを塗布
　　　する場所を検討する
　　　ことをお勧めします。

４．土台を接着します。

　　部品㉗を１脚につき３枚
　　重ねます。
　　㉘㉙も２枚重ねます。

　　部品⑪側に㉘の長手方向
　　を接着するようにします。
　　右の写真でご確認下さい。

５．踊り場を制作します。写真を参考に㉔㉕の床と柵を接着します。
　　残りの部品は、⑪に㉔を、⑩に㉕を差込み接着します。
　　

６．ハシゴを製作します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　脚部の制作は以上になります。

下側

㉑
㉑ ㉒

㉒

柵は槽と合体後
脚に接着します。

７．部品㉚に㉖５枚を接着します。　
　　次に部品㉞と㊳を接着します。

～石炭槽の製作～

凸
が
上
側

㉞
㊳

凹が内側

㉙

㉘

外側

上側
㉓

ハシゴを接着します。



８．部品㉝を中央で折り、差込み接着します。
　　部品㉜は曲げ癖をつけておきます。
　　仮組をして確認してから、㊳に凸を差込み接着します。

９．部品㉟を両サイドに接着します。
　　部品㊵を㉞の上に重ねるように接着します。
　　部品㊶と柵㊴を接着します。

㉟ ㊶ ㊴

商品の仕様は改良のため予告なく変更する場合がございます。製造元：株式会社アドバンス　http://www.advanceltd.co.jp
掲載の記事・イラスト・写真の無断転写を禁じます。

１０．旭川機関区の特徴である凍結防止カバーを制作します。
　　　それぞれ していきます。２組制作
　　　
　　　
　　　部品⑭に⑯を差し込み接着します。部品の向きに注意します。

　　　⑬を接着してから両端に部品⑮を接着します。

　　　
　　　同様に部品⑱に⑳を差込み
　　　接着します。
　　　
　　　⑰を接着します。
　　　
　　　両端に⑲を接着します。

１１．石炭槽に接着します。

　　　１２で制作した凍結防止カバーの
　　　大きい方は外側に、
　　　小さい方は内側に、
　　　それぞれ接着します。

　　　槽は以上になります。

⑮

⑬

⑭

⑯

2組制作します。

⑰

⑱

⑳

㉝

㉝
㉜



商品の仕様は改良のため予告なく変更する場合がございます。製造元：株式会社アドバンス　http://www.advanceltd.co.jp
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～合体させていきます～

１３．脚部と石炭槽を合体させます。

　　　脚の肩と接する部分にボンドを
　　　塗布します。

１４．工程５で制作した踊り場を接着
　　　します。

１５．階段を取り付けていきます。
　　　部品㊱を折り曲げます。

１６．部品㊲を組み立てて写真赤丸部分に接着します。

階段を接着して完成です。

谷折り

㊲

～作業台の製作～

㉛

㊹

㊺
㊸

㊷

１２．部品㊸に、㊹と㊺を差込み接着します。
　　　手摺㊷を差込み接着します。
　　　土台㉛を２枚重ねて接着して作業台の制作完了となります。


